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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における我が国の経済は、為替の不安定な動きなどを背景に、先行きは不透明な状況

で推移しております。また、海外においても、英国のＥＵ離脱決定による影響や中国をはじめとするアジア新興国

経済も足踏みしており、世界的に景気の先行きへの不安が広がっております。

このような状況下にあって、当企業グループでは、国内外での厳しい設備投資状況の中でも、比較的好調な業種

を中心に、積極的な営業展開を行いました。この結果、受注高、売上高ともに前年同期を上回ることができました。

一方、利益面では、経費節減に努めましたものの、主に売上原価が増加した影響により、営業利益、経常利益、

親会社株主に帰属する四半期純利益ともに前年同期に比べ減額いたしました。

当第１四半期連結累計期間の業績は、

売上高 １８８億３９百万円 （前年同期比 １０８. １％）

営業利益 １億 ８百万円 （前年同期比 ６０．７％）

経常利益 ２億１５百万円 （前年同期比 ７７．７％）

親会社株主に帰属する

四半期純利益 １億４２百万円 （前年同期比 ６２．９％）

となりました。

　

報告セグメントの業績は以下のとおりです。

　

東日本本部

北海道・東北・甲信越・関東地区が担当エリアであり、全体の売上高の約37％を占めております。

当第１四半期連結累計期間におけるこのエリア（地区）では、自動車生産台数の横ばいを反映し、自動車部品

需要は底堅く推移しております。また、半導体、食品、物流、自動車関連業界の設備投資需要に寄与したこと

で、その売上高は、69億22百万円（前年同期比106.0％）となりました。
　
西日本本部

東海・北陸・関西・中国・四国・九州地区が担当エリアであり、全体の売上高の約39％を占めております。

当第１四半期連結累計期間におけるこのエリア（地区）では、重工業向けのパワトラ部品に加え、航空機製造

や食品、環境関連業界向けの装置設備の売上が堅調であったため、その売上高は、74億8百万円（前年同期比

106.0％）となりました。
　
開発戦略本部

当企業グループ全体の海外ビジネスやマテリアルビジネスを担当し、それらビジネスの拡大や、制御・センシ

ングビジネスに向けた新商品の開発にも取り組んでいる部門で、その売上高は全体の約24％を占めております。

当第１四半期連結累計期間は、海外ビジネスについては、中国経済の減速でアジア新興国における設備投資の

勢いが衰えたものの、売上高は増加いたしました。一方、マテリアルビジネスについては、国内外での紅茶包装

機の売上拡大に加え、介護・衛生関連商品等の一般消費財の売上が回復したため、これらを合計した売上高は、

45億8百万円（前年同期比115.5％）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

資産、負債及び純資産の状況

① 資産

当第１四半期連結会計期間末の総資産は497億97百万円となり、前連結会計年度末に比べ30億36百万円減少

いたしました。流動資産は22億33百万円減少いたしました。主な要因は、現金及び預金が16億77百万円、電子

記録債権が5億69百万円増加した一方、受取手形及び売掛金が47億71百万円減少したこと等によるものであり

ます。固定資産は、8億3百万円減少いたしました。主な要因は、投資有価証券の時価が前連結会計年度末に比

べ下落したことにより8億85百万円減少したこと等によるものであります。

② 負債

当第１四半期連結会計期間末の負債合計は339億22百万円となり、前連結会計年度末に比べ21億75百万円減

少いたしました。流動負債は19億17百万円減少いたしました。主な要因は、支払手形及び買掛金が15億19百万

円減少したこと、未払法人税等が4億25百万円減少したこと等によるものであります。固定負債は2億57百万円

減少いたしました。主な要因は、繰延税金負債が2億40百万円減少したこと等によるものであります。

③ 純資産

当第１四半期連結会計期間末の純資産の部は158億74百万円となり、前連結会計年度末に比べ8億60百万円減

少いたしました。主な要因は、親会社株主に帰属する四半期純利益を1億42百万円計上した一方、配当金の支

払いを3億18百万円実施したこと、投資有価証券の時価の下落に伴うその他有価証券評価差額金が6億9百万円

減少したこと等によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

今後の我が国の経済は、政府による各種経済対策により一定の景気の下支え効果が期待されるものの、円高の進

行により先行き不透明な状況が続きます。一方、世界経済は、欧州の混乱による景気減速や、中国を中心としたア

ジア新興国の景気減速の拡大が懸念されます。

このような状況下、当企業グループにおいては、エリア体制を更に充実させ、目標達成に全力で取り組んでいる

ところであります。特に、さらなる経費節減や売上原価管理を徹底し、また、海外設備投資の受注拡大に努めるな

ど、第２四半期以降では、前年以上の利益額を確保できるように努力してまいります。

以上を踏まえ、平成28年5月9日公表の業績予想を据え置くことといたします。

　

（通期連結業績予想）

売上高
（百万円）

営業利益
（百万円）

経常利益
（百万円）

親会社株主に帰属
する当期純利益
（百万円）

通期 90,000 2,350 2,480 1,580

（第２四半期連結業績予想）

売上高
（百万円）

営業利益
（百万円）

経常利益
（百万円）

親会社株主に帰属
する当期純利益
（百万円）

第２四半期（累計） 44,000 1,000 1,100 750
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号 平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建

物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

これによる損益に与える影響は軽微であります。

（４）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を当第

１四半期連結会計期間から適用しております。

３．継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,986 5,664

受取手形及び売掛金 30,023 25,251

電子記録債権 4,740 5,310

商品及び製品 2,015 1,991

仕掛品 465 586

繰延税金資産 194 146

その他 655 892

貸倒引当金 △191 △186

流動資産合計 41,889 39,656

固定資産

有形固定資産 972 972

無形固定資産 105 152

投資その他の資産

投資有価証券 8,741 7,856

長期未収入金 1,450 1,449

その他 1,249 1,283

貸倒引当金 △1,575 △1,574

投資その他の資産合計 9,865 9,014

固定資産合計 10,943 10,140

資産合計 52,833 49,797

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 30,456 28,937

未払法人税等 516 91

前受金 1,574 1,750

繰延税金負債 11 2

役員賞与引当金 40 －

工事損失引当金 35 30

偶発損失引当金 279 208

その他 659 635

流動負債合計 33,574 31,656

固定負債

退職給付に係る負債 1,601 1,599

長期未払金 256 237

繰延税金負債 461 220

その他 204 207

固定負債合計 2,523 2,265

負債合計 36,098 33,922
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,945 2,945

資本剰余金 1,805 1,805

利益剰余金 9,265 9,089

自己株式 △196 △196

株主資本合計 13,820 13,644

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,758 2,149

繰延ヘッジ損益 △15 △15

為替換算調整勘定 102 65

退職給付に係る調整累計額 △160 △160

その他の包括利益累計額合計 2,685 2,038

非支配株主持分 229 191

純資産合計 16,735 15,874

負債純資産合計 52,833 49,797
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

(四半期連結損益計算書)

(第１四半期連結累計期間)

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

売上高 17,421 18,839

売上原価 14,915 16,342

売上総利益 2,506 2,497

販売費及び一般管理費 2,328 2,389

営業利益 177 108

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 117 126

持分法による投資利益 17 －

その他 7 11

営業外収益合計 143 139

営業外費用

支払利息 6 0

売上割引 9 12

為替差損 23 6

持分法による投資損失 － 5

その他 4 8

営業外費用合計 44 31

経常利益 277 215

特別利益

固定資産売却益 0 2

特別利益合計 0 2

特別損失

固定資産除売却損 8 －

特別損失合計 8 －

税金等調整前四半期純利益 268 217

法人税、住民税及び事業税 11 26

法人税等調整額 12 43

法人税等合計 23 70

四半期純利益 245 147

非支配株主に帰属する四半期純利益 18 5

親会社株主に帰属する四半期純利益 226 142
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(四半期連結包括利益計算書)

(第１四半期連結累計期間)

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

四半期純利益 245 147

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,082 △609

繰延ヘッジ損益 5 △0

為替換算調整勘定 4 △35

退職給付に係る調整額 1 0

持分法適用会社に対する持分相当額 △4 △12

その他の包括利益合計 1,088 △657

四半期包括利益 1,333 △509

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,312 △504

非支配株主に係る四半期包括利益 20 △5
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

報告セグメント

合計
(百万円)

調整額
(百万円)

四半期連結
損益計算書
計上額
(百万円)

東日本
本部

(百万円)

西日本
本部

(百万円)

開発戦略
本部

(百万円)

売上高

外部顧客への売上高 6,528 6,988 3,904 17,421 ― 17,421

セグメント間の内部
　売上高又は振替高

274 560 752 1,587 △1,587 ―

計 6,802 7,548 4,656 19,008 △1,587 17,421

セグメント利益 128 158 52 339 △161 177

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 339

セグメント間取引消去 △11

全社費用(注) △150

四半期連結損益計算書の営業利益 177

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

報告セグメント

合計
(百万円)

調整額
(百万円)

四半期連結
損益計算書
計上額
(百万円)

東日本
本部

(百万円)

西日本
本部

(百万円)

開発戦略
本部

(百万円)

売上高

外部顧客への売上高 6,922 7,408 4,508 18,839 ― 18,839

セグメント間の内部
　売上高又は振替高

20 78 109 208 △208 ―

計 6,943 7,487 4,617 19,048 △208 18,839

セグメント利益
又は損失（△）

124 166 △34 256 △148 108

(注) 各セグメントに属する主要な商品は下記のとおりであります。
　

セグメント別 主要商品名

東日本本部

西日本本部

変減速機等各種駆動部品、コンベヤチェーン等各種搬送部品、制御機器、各種セ

ンサー、電子機器、その他伝動機器

クリーンエネルギー関連設備、医薬関連設備、化学機械装置、水処理装置、食品

機械、その他環境装置、工作機械、産業用ロボット、各種コンベヤ、各種自動化

装置、立体倉庫及び自動仕分装置、各種輸送装置を含むＦＡシステム

開発戦略本部
海外における上記商品

各種不織布及びその加工品、各種合成樹脂成形機及び成形品、機能素材

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 256

セグメント間取引消去 6

全社費用(注) △155

四半期連結損益計算書の営業利益 108

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

４．報告セグメントの変更等に関する事項

　（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

「会計方針の変更」に記載の通り、当第１四半期連結会計期間に「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の

変更に関する実務上の取扱い」を適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価

償却方法を定率法から定額法に変更しております。

これによる損益に与える影響は軽微であります。

決算短信（宝印刷） 2016年07月22日 17時24分 10ページ（Tess 1.50(64) 20160126_01）



椿本興業株式会社(8052) 平成29年３月期 第１四半期決算短信

― 11 ―

５．補足情報

受注、販売及び仕入の状況

(1) 受注実績

当第１四半期連結累計期間における受注実績を報告セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 受注高(百万円)
前年同四半期
増減比(％)

受注残高(百万円)
前年同四半期
増減比(％)

東日本本部 8,515 △2.6 10,661 +6.4

西日本本部 9,039 △2.2 14,064 +1.4

開発戦略本部 5,368 +6.2 4,357 △12.3

調整額 △424 ― △1,260 ―

合計 22,499 +3.9 27,822 +8.6

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2) 販売実績

当第１四半期連結累計期間における販売実績を報告セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 販売高(百万円) 前年同四半期増減比(％)

東日本本部 6,943 +2.1

西日本本部 7,487 △0.8

開発戦略本部 4,617 △0.8

調整額 △208 ―

合計 18,839 +8.1

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3) 仕入実績

当第１四半期連結累計期間における仕入実績を報告セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 仕入高(百万円) 前年同四半期増減比(％)

東日本本部 6,134 +2.3

西日本本部 6,673 +2.3

開発戦略本部 3,844 △8.7

調整額 △208 ―

合計 16,444 +8.5

(注) 上記の金額は、仕入価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。
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